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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

10月15日○日は鶴岡市長・鶴岡市議会議員選挙の投票日です
■問本所選挙管理委員会事務局☎内線641または各地域庁舎総務企画課へ　

■投票時間

午前７時～午後８時
（小堅地区、朝日・温海地域は午後７時まで）

選挙

加茂港周辺が「みなとオアシス」に登録されました
■問本所土木課☎内線481　

■「みなとオアシス」とは
　地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活
性化に資する「みなと」を核としたまちづくりを
促進するため、住民参加による地域振興の取り組
みが継続的に行われる施設を「みなとオアシス」
として、国土交通省港湾局長が登録したものを言
います。
■「みなとオアシス加茂」の登録
　７月14日、「みなとオアシス加茂」が新たに登
録されました。市内外から多くの人が訪れる「加
茂水族館」を代表施設、住民主体でみなとを活用
したイベント等が行われる「加茂レインボービー
チ」「加茂緑地」を構成施設としています。
　本市では平成18年に登録された「みなとオアシ
ス鼠ヶ関」に次いで２か所目の登録で、７月22日
には、加茂レインボービーチの海開きに合わせて
登録証授与式が行われました。

■「みなとオアシス」に登録されると
　シンボルマークが使用できるほか、国土交通省
や地方整備局のホームページ等でのＰＲや道路地
図への掲載や道路標識設置への支援など、みなと
の振興に関する各種支援を受けることができ、地
域の活性化につながることが期待されます。
■登録を契機に
　市では「みなとオアシス加茂」を情報発信・観
光拠点の１つとして、地域住民や関係者と協力し
ながら、交流人口の拡大などの取り組みを進めて
いきます。

みなとオアシス

■期日前投票　
　当日、投票所で投票できない場合にご利用ください。
■日10月９日○月～14日○土
■場・■時市役所本所…午前８時30分～午後８時
　　　各地域庁舎…午前８時30分～午後７時

新鶴岡市民歌発表会を行います
■問本所総務課☎内線313　

　合併・市制施行10周年を記念し
て制作を進めていた新鶴岡市民歌が
完成しました。市民の皆様に披露す
るため、入場無料の発表会を行いま
すので、ぜひお越しください。
■新鶴岡市民歌発表会
■時10月１日○日午後２時
■場鶴岡市文化会館（タクト鶴岡）

市民歌

※�来場者には新市民歌の
ＣＤを進呈します（数
に限りがあります）。
※当日は混雑が予想され
　ます。出来るだけ乗り
　合わせてお越しくださ
　い。また、周辺の駐車
　場もご利用ください。

○Ｐ

鶴岡公園

市役所本所

○Ｐ

○Ｐ

 ○Ｐ○Ｐ 市民プール

にこ♥ふる

タクト鶴岡
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福
祉
・
年
金

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
へ 

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
か
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
低
い
方

の
額
を
助
成　

■申
９
月
29
日
○金
ま
で
申
請
書
、

通
院
報
告
書
、
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を
利

用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
３
民
生
区
（
第
三
学
区
）
…
梅
木
葉
子

（
若
葉
町
西
部
・
北
部
）、
田
中
誉
子
（
主
任

児
童
委
員
）　

▽
第
４
民
生
区
（
第
四
学
区
）

…
三
浦
喜
枝
（
八
日
町
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ 

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
77

万
９
、
３
０
０
円
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
に
は
、
▽
保
険
料
納
付
期
間　

▽

平成29年就業構造基本調査を実施します
■問本所情報企画課☎内線704または各地域庁舎総務企画課へ　

　総務省統計局では、10月１日現在で本
市の就業構造基本調査を実施します。
　この調査は、日本の就業・不就業の実態
を明らかにすることを目的に、統計法に基
づいて実施する国の重要な統計調査です。

　９月下旬から調査員が調査をお願いする世帯に
伺いますので、趣旨をご理解いただき、回答にご
協力ください。
　また、お持ちのパソコンやスマートフォンを使
って、簡単に回答することもできます。

統計調査

つるおか食文化市場FOODEVERの文化体験スペース
FOODEVERキッチンを活用したイベントを募集します

■申鶴岡市開発公社☎22‐9069　

食文化創造都市

■利用時間　午前９時30分～午後５時30分
■面　　積　60.7㎡（約８ｍ×８ｍ）
■設備内容　可動式調理台５台、プロジェクター、
　　　　　　ビデオカメラ、マイク２個（ワイヤ
　　　　　　レス１個・ヘッドセット１個）、椅子、
　　　　　　テーブル、パーテーション等
■施設装飾　ピクチャーレール６か所を活用して　
　　　　　　壁面装飾が可能
■利用料金　　　　　　　　　　　　 

３時間 延長１時間 全日

施設利用料 800円 300円 3,000円

可動式調理台
※１台当たり 200円 100円 500円

プロジェクター 900円 300円 2,300円

ビデオカメラ 200円 100円 400円

※宣伝販売を伴う場合は各２倍。

　マリカ東館１階にある、つるおか食文化市場
FOODEVER（フーデェヴァー）は、鶴岡の食文
化を楽しみ、学び、味わえる施設です。また鶴岡
の食文化を紹介・発信し、鶴岡駅前そして鶴岡全
体の活力を高めていくための施設でもあります。
■FOODEVERキッチンは
　食に関するイベント、セミナー、料理教室、企
業の商品ＰＲ、その他様々な展示を行うことがで
きるスペースです。可動式の調理台を使ったり、
プロジェクターで映像を映したりもできます。ど
なたでも利用できますので、ぜひご活用ください。

鶴岡市観光案内所

FOODEVERキッチン
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料
に
充
て
る
た
め
の
資
金
や
、
親
が
就
職
等

の
た
め
に
技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税
・
生
活
・
そ
の
他

固
定
資
産
所
有
者
の
死
亡
に

伴
う
手
続
き
忘
れ
に
注
意

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
人
な
ど
新
た
な
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者
変
更
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７　

■他
市
HP

住
居
表
示
実
施
地
区
で
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
方
は
届
出
を

■
住
居
表
示
実
施
地
区　

青
柳
町
、
泉
町
、

伊
勢
原
町
、
稲
生
一
丁
目
・
二
丁
目
、
海
老

島
町
、
大
塚
町
、
大
西
町
、
大
山
一
丁
目
～

三
丁
目
、
家
中
新
町
、
上
畑
町
、
切
添
町
、

小
真
木
原
町
、
桜
新
町
、
三
光
町
、
山
王
町
、

城
南
町
、
城
北
町
、
昭
和
町
、
新
海
町
、
神

明
町
、
末
広
町
、
砂
田
町
、
千
石
町
、
大
東

厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間　

▽
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
の
期
間　

▽
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
期
間　

▽
学
生
納
付
特
例
期
間

▽
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た

期
間
等
を
合
計
し
て
10
年
以
上
の
期
間
が
必

要
で
す
。
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
と
年

金
額
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、
60

歳
以
降
で
も
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で

（
最
長
で
70
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
）

任
意
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
満
額
受
給
で

き
な
い
人
は
、
60
歳
以
降
で
も
65
歳
に
達
す

る
月
の
前
月
ま
で
任
意
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
間
で
も
、
年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳

以
降
も
減
額
率
は
そ
の
ま
ま
）。
繰
上
げ
請

求
に
よ
っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前

に
障
害
者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
は
、
障
害

基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度 

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
貸
付
け
制
度
で
す
。

子
供
の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
１

日
○金
～
21
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
フ
ロ
ン
類

を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
を
適
切
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷

凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事
の
登
録
を

受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
で
す
（
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
な
場
合
も
同
様
）。
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

９
月
３
日
～
９
日
は「
救
急
医
療
週
間
」

救
急
医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

　

尊
い
命
を
救
う
救
急
医
療
が
、
適
切
・
迅

速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、「
か
か
り
つ
け
医
」「
荘

内
病
院
な
ど
の
地
域
医
療
支
援
病
院
」「
休

日
夜
間
診
療
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

重
症
重
篤
患
者
が
安
心
し
て
救
急
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
受
診
に

つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
夜
間
や
休
日
ま
で

我
慢
せ
ず
「
通
常
の
診
療
時
間
内
」
に
早
目

に
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う　

▽
夜
間
や
休
日
に
軽
症
で
の
受
診
の
際
は

「
休
日
夜
間
診
療
所
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
内
「
鶴
岡
地
区

救
急
医
療
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３

６
１

町
、
大
部
町
、
大
宝
寺
町
、
宝
田
一
丁
目
～

三
丁
目
、
宝
町
、
長
者
町
、
朝
暘
町
、
茅
原

町
、
道
形
町
、
友
江
町
、
鳥
居
町
、
苗
津
町
、

新
形
町
、
錦
町
、
西
新
斎
町
、
の
ぞ
み
町
、

馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
東
原
町
、
日
出
一
丁

目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、
日
和
田
町
、
双
葉

町
、
文
園
町
、
平
成
町
、
ほ
な
み
町
、
本
町

一
丁
目
～
三
丁
目
、
美
咲
町
、
道
田
町
、
み

ど
り
町
、
美
原
町
、
三
和
町
、
睦
町
、
湯
野

浜
一
丁
目
・
二
丁
目
、
由
良
一
丁
目
～
三
丁

目
、
陽
光
町
、
余
慶
町
、
淀
川
町
、
若
葉
町

■申
新
築
等
届
出
書
に
案
内
図
２
部
、
配
置
図

１
部
、
平
面
図
１
部
を
添
付
し
て
本
所
市
民

課
☎
内
線
１
５
８
へ　

■他
市
HP

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
３
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１
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９
月
10
日
の「
下
水
道
の
日
」に

ち
な
ん
だ
作
品
展
示
・
投
票

■日
９
月
８
日
○金
～
24
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

■内
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
応

募
作
品
の
展
示
、
標
語
作
品
へ
の
投
票　

■場

・
■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６

０　

■他
同
課
で
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布

中
。
市
HP

飼
う
前
も
、飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う　
　
　
　
　

９
月
20
日
～
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」

▽
動
物
は
終
生
大
切
に
飼
い
、正
し
い
知
識
・

責
任
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
（
動
物
を
虐

待
・
遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
）　

▽
繁

殖
を
望
ま
な
い
・
産
ま
れ
て
も
自
分
で
育
て

ら
れ
な
い
場
合
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま

し
ょ
う　

▽
毎
日
の
世
話
を
通
し
て
健
康
管

理
を
し
、
動
物
の
種
類
に
合
っ
た
快
適
な
環

境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
マ
ナ
ー
を
良
く
し
、

動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に
も
迷
惑
を
掛
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
で
き
た
場

合
は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４

７
４
８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
た
め
の
掲
示
板
も
設
け
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に 

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
に
つ
い
て

　

市
に
は
、
野
良
猫
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
が
鳴
き
声
や
ふ
ん

尿
被
害
、
無
責
任
な
餌
や
り
に
つ
い
て
の
苦

情
で
す
。
特
に
餌
や
り
は
、
特
定
の
場
所
に

多
数
の
猫
が
居
着
き
、
周
辺
へ
の
被
害
が
大

き
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
餌
を
与

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
排
せ
つ
物
や
残
飯
の
清

掃
、
繁
殖
管
理
に
至
る
ま
で
徹
底
し
て
責
任

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
責
任
を
持
て
な
い
場
合

は
、
決
し
て
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

９
月
21
日
～
30
日
は 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

鶴
岡
市
総
合
防
災
訓
練
を   

実
施
し
ま
す

　

第
一
学
区
を
会
場
に
、
豪
雨
・
風
水
害
を

想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
市
全
域
へ
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ

ア
メ
ー
ル
）
を
配
信
し
ま
す
の
で
、
災
害
と

間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■日
９
月
24
日
○日
午
前
８
時
30
分　

■場
第
一
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
、
朝
暘
一

小　

■内
地
域
住
民
の
避
難
・
情
報
伝
達
・
避

難
所
開
設
訓
練
、
防
災
機
関
の
訓
練
等　

■問

本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
地
震
に
よ
る

電
気
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

東
日
本
大
震
災
で
原
因
が
特
定
さ
れ
た
火

災
の
う
ち
、
約
６
割
が
電
気
に
よ
る
出
火
で

す
。
電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
ブ
レ
ー
カ

ー
を
落
と
し
、
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
地
震
発
生
時
に

外
出
中
だ
っ
た
り
、
慌
て
た
り
し
て
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
地
震
の
揺
れ
を
感
知

し
、
自
動
的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
火
災
被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

市
HP熊

の
出
没
が
多
発
し
て
い
ま
す

　

熊
の
目
撃
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
秋
に
な

る
と
、
熊
は
冬
眠
に
備
え
、
食
べ
物
を
求
め

て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特
に
夕
方
か
ら
早

朝
ま
で
は
、
人
里
に
出
没
す
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
山
や
山
際
の
農
地
に
出
掛
け

る
際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
等
、
音
の
良
く

出
る
も
の
を
携
帯
し
、
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
熊
は
蜂
蜜
が
好
物
で
す
。

蜂
の
巣
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。
未
収
穫
の
野

菜
や
果
物
等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
残
さ
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
刺
激
し
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
離
れ
、
近
く
の
駐
在
所
（
警

察
署
）
か
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
、
見
掛
け
た

際
の
状
況
等
、
詳
細
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す 

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
、
連
絡
先
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な
い　

▽
携
帯
電
話
、

食
料
、
防
寒
具
を
持
っ
て
行
く　

▽
暗
く
な

る
前
に
帰
る　

▽
熊
に
注
意
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

特
定
外
来
生
物　
　
　
　

「
ヒ
ア
リ
」に
注
意
！

　

６
月
以
降
、「
ヒ
ア
リ
」
が
国
内
で
相
次

い
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ア
リ
は
、
南

米
中
部
原
産
で
、
赤
茶
色
を
し
た
体
長
２
・

５
㎜
～
６
㎜
の
ア
リ
で
す
。
毒
針
を
持
ち
、

刺
さ
れ
る
と
や
け
ど
の
よ
う
な
激
し
い
痛
み

を
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
毒
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
に
よ
っ
て
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ヒ
ア
リ
の
よ
う
な
ア
リ
を
見
つ
け
た
ら
、

速
や
か
に
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０
ま
た

は
山
形
県
み
ど
り
自
然
課
☎
０
２
３
‐
６
３

０
‐
３
０
８
４
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■他
市
HP

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

後羽に印の付いた赤とんぼを探しています
■問本所環境課☎内線720または自然学習交流館ほとりあ☎33‐8693へ　

　ほとりあでは、赤とんぼ
（アキアカネ）の季節移動の
調査のため、後羽に黒いペ
ンで、右の写真のような印
を付けています。見掛けた
方は、本所環境課またはほ
とりあにご連絡ください。 ※可能であれば、写真を撮ってください。

「Ｇ・Ⅰ・Ⅱ」
などの英字

「●」が
１個～３個


